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以下，2023年７月から2024年６月の間に，会員の皆様

からご寄贈いただいた著書・編著・訳書および定期刊行
物のご紹介をいたします。書籍の掲載は発行年月日順と
し，価格の表示については原則として本体価格とします。
また定期刊行物の掲載は，一部を除いて発行元の五十音
順です。

アナイス・ニン著，山本豊子訳．『四分室のある心臓』鳥
影社，2023.4.22．四六判変形 263頁，￥2,200
巽孝之監修，大串尚代，佐藤光重，常山菜穂子編著．『ア
メリカ文学と大統領――文学史と文化史』南雲堂，
2023.7.29．A5判 543頁，￥5,800
小倉いずみ著．『ラルフ・ウォルド・エマソンと奴隷制廃
止主義』金星堂，2023.8.31．A5判 xxviii＋464頁，
￥6,000
日本ソール・ベロー協会編．『ユダヤ系アメリカ文学の
すべて 十九世紀から二十一世紀』小鳥遊書房，2023.
9.10．A5判 380頁，￥3,500
佐川和茂著．『ソール・ベローと修復の思想――生と死
の彼方に』大阪教育図書，2023.9.16．四六判 vi＋267
頁，￥2,200
梅垣昌子著．『フォークナー 語りの力――その創造性
の起源へ』名古屋外国語大学出版会，2023.9.30．A5
判 468頁，￥4,500

ロレイン・ハンズベリ著，鵜殿えりか訳．『ひなたの干し
ぶどう/北斗七星』小鳥遊書房，2023.9.30．四六判
325頁，￥2,800
ロバート・フロスト著，藤本雅樹訳．『ロバート・フロス
ト詩集 山間の地に暮らして』小鳥遊書房，2023.10.
20．B5変形判 217頁，￥2,200

責任編集諏訪部浩一．『アメリカ文学入門［新版］』三修
社，2023.10.30．A5判 464頁，￥3,500

コーマック・マッカーシー著，山口和彦訳．『アウター・
ダーク――外の闇』春風社，2023.12.8．四六判 320頁，
￥2,500
矢口裕子著．『アナイス・ニンの魂と肉体の実験室 パ
リ，1930年代』小鳥遊書房，2023.12.10．四六判 270
頁，￥2,600

山本裕子著．『フォークナーの晩年様式（レイト・スタイ
ル）――その展開と変容』松籟社，2023.12.25．四六
判 240頁，￥3,000

Carine Mardorossian，SimonaWright 編，Transnational
Spaces: Celebrating Fifty Years of Literary and
Cultural Intersections at NeMLA. Vernon P，2023．A5
変形判 xxviii＋115頁，N.p．橋本賢二著．『MYBEST
ソール・ベロー』大阪教育図書，2024.1.22．A5判 viii
＋366頁，￥3,600

アイザック・B・シンガー著，大﨑ふみ子訳・解説．『モ
スカット一族』未知谷，2024.1.31．四六判 870頁，
￥6,000

尾崎俊介著．『アメリカは自己啓発本でできている ベ

ストセラーからひもとく』平凡社，2024.2.21．四六判
269頁，￥2,800

山下昇著．『響き合うアメリカ文学――テクスト，コン
テクスト，コンテクストの共有』松籟社，2024.2.28．
四六判 294頁，￥2,800

野口啓子・池野みさお・山口ヨシ子編著．『アメリカ文学
にみる女性の教育』彩流社，2024.2.29．四六判 14＋
278頁，￥3,000

中央大学人文科学研究所著．『ローカリティのダイナミ
ズム 連動するアメリカ作家・表現者たち』中央大学
出版部，2024.3.10．A5判 127頁，￥1,500

戸田慧著．『ヘミングウェイの五感』松籟社，2024.3.20
四六判 219頁，￥2,400

越智博美・齋藤一・橋本恭子・吉原ゆかり・渡辺直紀編．
『東アジア冷戦文化の系譜学――一九四五年を跨境し
て』筑波大学出版会，2024.4.19．A5判 vi＋470頁，
￥7,100

佐々木真理著．『アーシュラ・K・ルグィン 新たなる帰
還』三修社，2024.4.30．四六判 399頁，￥3,800

ロバート・フロスト著，藤本雅樹訳．『ロバート・フロス
ト詩集 西に流れる川』小鳥遊書房，2024.5.10．B5
変形判 242頁，￥2,300
ユードラ・ウェルティ著，本村浩二訳．『デルタ・ウェデ
ィング』論創社，2024.5.30．495頁，￥3,800
アジア系アメリカ文学会，AALA Journal No.29（2023.
12.31）
アメリカ学会『アメリカ研究』58（2024.3.25）
エコクリティシズム研究学会『エコクリティシズム レ
ヴュー』第16号（2023.8.6）
慶應義塾大学大学院文学研究科英米文学専攻『コロキア』
同人 『Colloquia』第44号（2023.12.20）
慶應義塾大学日吉紀要刊行委員会『慶應義塾大学日吉紀
要英語英米文学』78号（2023.9.30）
慶應義塾大学日吉紀要刊行委員会『慶應義塾大学日吉紀
要英語英米文学』79号（2024.3.31）
The Japan Mark Twain Society, Mark Twain Studies
vol.6（September 2023）
日本アメリカ文学会関西支部『関西アメリカ文学』60号
（2023.10.30）

日本アメリカ文学会北海道支部『北海道アメリカ文学』
第39号（2023.3.31）

日本ソロー学会『ヘンリー・ソロー研究論集』第49号
（2024.1.15）

日本ナサニエル・ホーソーン協会 NHSJ Newsletter 42号
（2024.2.15）

立教大学アメリカ研究所，Rikkyo American Studies
no.45（2023.3.31）

以上，遺漏のないよう万全を期したつもりですが，何
か不備な点がございましたらご連絡いただければと存じ
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資料室だより



ます。また会員の方でアメリカ文学に関する研究書を上
梓された場合，ご事情の許す限り，資料室と編集室宛に
一部ずつご寄贈いただきますようお願いいたします。資
料室の所在地は以下の通りです。

〠466-0815
愛知県名古屋市昭和区山手通5-31-2
中京大学アネックス
中京大学国際学部 森有礼研究室内
日本アメリカ文学会資料室
☎：052-835-7363（ダイヤルイン）
：moria@lets.chukyo-u.ac.jp

なお，本学会の機関誌である『アメリカ文学研究』及
び『The Journal of the American Literature Society of
Japan』には残部のある号がございます。バックナンバ
ーを購入されたい方は，一部1,000円（送料無料）でお頒
けしておりますので，上記資料室までご相談下さい。
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第63回 日本アメリカ文学会全国大会
中京大学 2024年10月12日（土），13日（日)

研究発表・シンポジア要旨

第１室（０号館６階0603教室）

司会 中 西 佳世子

１．ニューイングランドの商業と大西
洋交易――The Whole History of
Grandfather’s Chair から Journal
of an African Cruiser 編集を経て
The Scarlet Letter へ

東京海洋大学 大 野 美 砂

Nathaniel Hawthorne はニューイングランドの歴史
を題材にした作品を数多く発表している。それらの作
品に見られるヨーロッパ，特にイギリスとアメリカの
関係については，すでに多くの研究が出されている。
しかし，中南米やアフリカを含めたより広い大西洋世
界の枠組みの中で Hawthorne のニューイングランド
作品を論じる研究はひじょうに少ない。本発表では，
Hawthorne の The Whole History of Grandfather’s
Chair（1841），Journal of an African Cruiser（1845），
The Scarlet Letter（1850）を取りあげ，中南米やアフ
リカを含めた環大西洋の視座から，ニューイングラン
ドの商業活動や大西洋交易に関連する描写を分析した
い。
The Whole History of Grandfather’s Chair は，

Hawthorne が子ども向けに植民地時代のニューイン
グランドの歴史を描いた作品である。17世紀はじめに
アメリカへ渡ったピューリタンの歴史から話が始ま
り，しばしば植民地とイギリスの関係が重要な問題に
なる。一方で作品には，ニューイングランド植民地の
商業活動が，中南米やアフリカを含む大西洋のネット
ワークの中でおこなわれていたことを示す場面があ
る。Journal of an African Cruiser はアメリカ海軍第１
回アフリカ艦隊の航海記録で，艦隊の旗艦サラトガ号
で主計官を努めた海軍士官の Horatio Bridge が書い
た航海日誌を，Bridge の友人だった Hawthorne が編
集して出版したものである。そこには，15世紀末以降
に大西洋交易が発展する中で，ヨーロッパとアフリカ，

南北アメリカが経済的にひとつの統合された空間を形
成していった歴史が描かれており，さまざまな商業活
動が奴隷貿易と絡み，合法と非合法の交易が共存する
大西洋という場所が見えてくる。Hawthorne はこの
日誌を編集する過程で，そのような大西洋の状況を詳
しく知ることになった。
発表ではまず The Whole History を分析し，
Hawthorne が作家活動の早い段階から中南米やアフ
リカを含めた環大西洋の視点をもっており，ニューイ
ングランドのピューリタンたちの商業活動を環大西洋
のネットワークの中で捉えていたことを明らかにした
うえで，Journal 編集の仕事について考察し，その後
The Scarlet Letter を論じる。The Scarlet Letter は17
世紀ボストンのピューリタン植民地を舞台にした作品
であるが，港には大西洋を巡航する船が停泊し，巡航
船の船乗りが植民地の人びとと関わる様子が描かれて
いる。The Whole History，Journal とあわせて The
Scarlet Letter の商業活動や大西洋交易に関連する描
写を検討することで，Hawthorne のニューイングラン
ドの歴史に対する認識について考えてみたい。

２．Hawthorne の“Rappaccini’s
Daughter”に見る
救世主再臨の（非）可能性

桃山学院大学 佐々木 英 哲

喜びの運び手（bringer of beatitude）を原義とする
名の Beatrice は，Nathaniel Hawthorne の“Rappa-
ccini’s Daughter”（1844）に登場するヒロインで，解毒
剤により倒れてしまう。目撃者はGiovanni［John］と
Pietro［Peter］（Baglioni）であり，両者の名は囚われ
の身となったキリストが悲嘆するゲッセマネの園に居
合わせた弟子，ヨハネとペテロを想起させる。
Giovanni と Baglioni を〈潜在的な救世主／Beatrice〉
殺害に駆り立てる推進力は何か。Beatrice に言表され
る〈倫理／善〉の（非）可能性に対し，作者のスタン
スはどうなっているのか。鍵は西欧的父権制を支える
二項対立主義の揺れと揺り戻しにある。
“Chiefly about War Matters”（1862）にて，「化け物
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